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第15回

自殺やうつ、こころの健康
～ひとりじゃないよ、
ひとりにしないよ～

第14回

女性の人権

～ご来場の際は、公共交通機関をご利用ください～
●地下鉄名城線｢名古屋城｣駅2番出口より東へ約300m
＜名古屋駅から＞
①地下鉄東山線(藤が丘行)乗車、｢栄｣乗り換え
②地下鉄桜通線(徳重行)乗車、｢久屋大通｣乗り換え
→地下鉄名城線(右回り、名古屋城･大曽根方面)乗車
｢名古屋城｣駅下車

●名鉄瀬戸線｢東大手｣駅南へ約300m
●基幹バス｢市役所｣停留所下車東へ約400m

日 時 2025年１月14日（火）から１月31日（金）まで

平日の午前９時から午後５時１５分まで（最終日は午後４時まで）

会 場 あいち人権センター（愛知県東大手庁舎３階）

内 容 心の輪を広げる体験作文の展示

障害者週間のポスターの展示

入場料 無料

日 時 2025年２月4日（火）から２月27日（木）まで

平日の午前９時から午後５時１５分まで（最終日は午後４時まで）

会 場 あいち人権センター（愛知県東大手庁舎３階）

内 容 男女共同参画に関するパネル等の展示、

はがき1枚からの男女共同参画入賞作品の展示 等

入場料 無料

日 時 2025年２月25日（火） 午後２時から午後４時まで

（受付開始は午後１時30分から）

会 場 愛知県東大手庁舎地下1階大会議室

内 容 講演「性暴力被害者支援の現状から女性の人権を考える」

講師 長江 美代子 氏

（一社）日本フォレンジックヒューマンケアセンター副会長

参加方法 参加無料、事前申込み制先着順（定員50名）

※講演会の詳細については裏面をご覧ください。

日 時 2025年３月３日（月）から３月14日（金）まで

平日の午前９時から午後５時１５分まで（最終日は午後４時まで）

会 場 あいち人権センター（愛知県東大手庁舎３階）

内 容 啓発パネル・自殺対策強化月間ポスターの展示

入場料 無料

＜問合せ先＞ 愛知県県民文化局人権推進課 電話 052-954-6749

企画展の内容は
変更となる場合
がございます。
開催状況につい
ては、人権推進
課Webサイトに
てご確認くださ
い。
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第13回

障害者の人権



「性暴力被害者支援の現状から女性の人権を考える」
2025年２月25日（火）

時間 14:00～16:00（受付開始：13:３０）

会場 愛知県東大手庁舎地下1階大会議室

講演概要

参加
無料
定員50名
要約筆記有

参加申込方法のご案内
❶Microsoft Formsからの申込
左下の二次元コード、又は下記URLにアクセスしてフォーム画面よりお申込み

ください。
URL：https://forms.office.com/r/FgLSqjbvje

➋FAX又はメールからの申込
本ちらし下部の参加申込書又はメール本文に①氏名、②連絡先（電話番号・

メールアドレス）、③団体名（任意）を明記し、愛知県県民文化局人権推進課あ
てお申込みください。
【申込先】
愛知県県民文化局人権推進課  メール：jinken@pref.aichi.lg.jp

F A  X：052-973-3582
申込期限

2025年２月18日（火）
・申込みは先着順とし、定員を超える申込みがあった場合のみご連絡いたします。
（申込み受付完了の連絡はいたしません。）

・お送りいただいた個人情報は、本講演会以外では使用しません。

あいち人権センター企画展講演会 参加申込書

愛知県県民文化局人権推進課あて
あいち人権センター企画展講演会に参加申込をします。

お名前： 団体名（任意）：

電話番号： メールアドレス（必須）：

講師プロフィール

長江 美代子氏
（一般社団法人日本フォレンジックヒューマンケアセンター 副会長）

日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院で看護師として勤務後、The 
University of Illinois at Chicago, College of Nursingで看護学修士および博士
（Ph.D）を取得した。帰国後は大学で精神看護学を担当するかたわら、女性と子ども
のヘルプラインMIEとともに、DV被害女性とその子どもの支援にかかわる。

ながえ     みよこ

あいち人権センター企画展 講演会

（一社）日本フォレンジックヒューマンケアセンター副会長の長江美代子氏をお招きし、講演会を
開催します。皆様のご参加をお待ちしております。

暴力被害者のPTSD回復に取り組むにつれて性暴力被害の深刻さを知り、2016年、日本赤十字社愛知医療セ
ンター名古屋第二病院との協同により「性暴力救援センター日赤なごや なごみ」立ち上げ、運営にかかわっ
てきた。2023年3月で日本福祉大学看護学部を定年退職後も、「一般社団法人日本フォレンジックヒューマン
ケアセンター」で被害者支援活動を継続している。
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